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商工中金グループでは、PURPOSE 実現に向けて、ステークホルダー（中小企業等）を取り巻く社会課題をもとに、有識者ダイアログや取締役会での議論を重
ねながら重要課題の整理を進めてきました。こうした検討を踏まえ、長期戦略・変革プランの策定において重要課題を戦略に反映するとともに、その観点
から 2026 年にマテリアリティを再特定しました。

ステークホルダーの
特定

 社会課題
（リスクと機会）
 の抽出

社会課題の
重要性評価 有識者ダイアログ

 マテリアリティ
（重要課題）を
 特定

長期戦略・
変革プラン策定
（マテリアリティの検討を反映）

マテリアリティ
の再特定

商工中金の最大のステーク
ホルダーは“中小企業”

中小企業等を取り巻く変化・
課題等を網羅的に抽出

未来を支えるという長期的
な目線を尺度として重要性
を評価

取締役会での討議や、資
本市場の有識者との対話
を実施

ステークホルダーにおける重要
度と商工中金の事業における重
要度の双方の観点から、優先的
に取り組むべき重要課題を特定

マテリアリティの検討状況
を踏まえ長期戦略を策定

事業戦略を通したマテリアリティの解決

マテリアリティ特定プロセス

［マテリアリティ（重要課題）］ ［商工中金の長期戦略］ ［戦略を通じたマテリアリティの解決］

企業の未来を支えていく。

日本を変化につよくする。

中小企業経済圏の
確立・活性化

持続可能な環境・
社会への貢献

人的資本経営の
充実

▶地域や業界の変革
▶事業の共創・グローカル展開
▶AX・イノベーションの創出

▶企業活動を通じた
  社会課題解決
▶気候変動・脱炭素対応
▶データや情報の利活用による
  労働生産性向上

▶DE&I 推進
▶人財の採用・育成・定着
▶働きがいや幸福度の向上

戦略の
キーワード 集めて

つなげて 価値を創る

5つの変革

“守りから成長へ”
挑戦するための
環境を変える

“DXからAXへ”
AIとデータ基盤を
前提の経営に
変える

“ローカルから
グローカルへ”
つながる範囲を
変える

［実行する機能］▶ トラディショナル・
バンキング

インダストリー イノベーション

インベストメント ターン・アラウンド

PURPOSEを実現

“タテからヨコへ”
“点から面へ”
「中小企業が主役」
に変える

“連携から共創へ”
価値の創り方を
変える 
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